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『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

調　査　概　要
 

国
民
健
康
保
険

　

平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国

保
加
入
者
に
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
国
の

施
策
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
「
特

定
健
診
」
を
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
過
去

２
年
間
１
度
も
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
全
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

【アンケート回収状況】
男性 女性 合計

回答数 355 人 353 人 708 人

比　率 50.14% 49.86% 35.76%

40 代 50 代 60 代 70 代 計

回答数 40 人 136 人 376 人 156 人 708 人

比　率 5.7% 19.2% 53.1% 22.0% 　

知っている 多少知っている 知らない 無回答

40代 5 人 19 人 16 人 0人

50 代 28 人 63 人 42 人 3人

60 代 83 人 197 人 89 人 7人

70 代 33 人 85 人 34 人 4人

合　計 149 人 364 人 181 人 14 人

【年齢別回収状況】

【問１　特定健診を知っていますか？】

調査対象　過去２年間１度も健診を受けていない人 1,982 人
調査機関　平成２２年１月２５日～２月１０日
調査方法　郵便による配布・回収
回収結果　708 人（35.7％）

※全体の 72％の人が特定健診について知っている、
　多少知っていると回答しています。 

【問２　健診を受けない理由は？】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

　

健
診
を
受
け
な
い
理
由
は
「
病
気
で
通
院
中

だ
か
ら
必
要
な
い
」
が
42
％
と
一
番
多
く
、「
元

気
だ
か
ら
必
要
な
い
」、「
健
診
時
間
に
行
け
な

い
」、「
忙
し
く
て
面
倒
」
の
順
に
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

病
院
に
通
院
中
で
も
健
診
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

受
診
後
の
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
具
体
的

に
個
別
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
病
気
が

重
症
化
し
な
い
よ
う
早
い
段
階
で
発
見
し
、
生

活
改
善
を
し
ま
し
ょ
う
。

【年代別にみた健診を受けない理由】 （単位：人）
元気だから
必要ない

忙しく
面　倒

病院へ
通院中

病気を指摘さ
れるのが嫌

メタボと判定
されるのが嫌

自分で健診を
受けている

職場で受診
している

健診時間に
行けない

その他
（入院中など）

40 代 6 10 9 1 1 　0 3 0　 4

50 代 19 18 41 4 3 3 12 21 14

60 代 29 33 162 14 6 15 30 38 43

70 代 11 6 96 4 0 9 6 7 15

合　計 65 67 308 23 10 27 51 72 76

　

受
診
す
る
と
き
の
希
望
で
一
番
多
か
っ
た
の

が
「
家
の
近
く
で
受
診
し
た
い
」
で
、「
昼
間
」

や
「
土
・
日
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
に
も
健
診
は
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
健
診
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
】
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問３　受診に際しての希望について
（複数回答）

お
問
い
合
わ
せ
先

志
賀
町
住
民
課　

    

☎
32-

９
１
２
１

　
　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
32-

０
３
３
９

　
　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

０
３
３
９

●
病
院
で
診
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
除

外
し
て
ほ
し
い
。　
　
　

40
代
男
性

●
待
つ
時
間
が
長
い
の
で
短
時
間
で
受

診
で
き
れ
ば
と
思
う
。　

50
代
男
性

●
健
診
の
実
施
医
療
機
関
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　

60
代
男
性

●
町
外
の
か
か
り
つ
け
病
院
で
も
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
代
男
性

●
専
門
的
な
病
院
で
も
健
診
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
代
男
性

●
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
の
補
助
額
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。60

代
女
性

●
エ
コ
ー
検
査
や
が
ん
な
ど
の
血
液
検

査
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
検
査
が
あ

れ
ば
い
い
。　
　
　
　
　

60
代
女
性

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る

　

感
想
・
要
望
・
意
見
な
ど

待
ち
時
間
が
長
い

　

今
年
か
ら
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
の

み
の
日
を
設
置
し
受
付
で
の
混
雑
を
出

来
る
だ
け
緩
和
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
診
会
場
で
の
流
れ
が

悪
い
の
で
は

　

受
付
時
に
健
診
順
路
を
記
入
し
た
案

内
表
を
お
渡
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
一
度
に

受
け
た
い

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
診
や
医
療
機
関
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

　

健
診
結
果
を
住
民
課
ま
た
は
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

短
大
・
大
学
・
各
種
専
修
・
専
門

学
校
生
で
、
引
き
続
き
同
一
の
学
校
に
在
学

し
今
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と

す
る
学
生
は
、
再
度
申
請
を
お
こ
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
は
、免
除
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

猶
予
で
す
！

○
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
納
付
を
希
望

す
る
場
合
は
追
納
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

 　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
本
人
の
申
出
に

よ
っ
て
猶
予
さ
れ
た
月
の
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
経
過
期
間
に
応

じ
て
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
）。

　

追
納
さ
れ
る
場
合
は
先
に
経
過
し
た
月
か

ら
順
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
20
年
度
の
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間

に
つ
い
て
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
追
納
す

る
場
合
、
加
算
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

 

・
平
成
21
年
９
月
の
学
生
納
付
期
間
の
追
納

期
限
は
平
成
31
年
９
月
末
と
な
り
ま
す
。

（
最
終
納
付
期
限
は
10
年
目
に
あ
た
る
月
の

月
末
で
す
。）

受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
！
そ
ん
な
と
き

は
「
任
意
加
入
」

　

60
歳
に
達
し
て
も
年
金
受
給
資
格
期
間
に

満
た
な
い
人
は
、
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る

た
め
に
70
歳
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保険料改定
月額 15,100 円
年間納付額
181,200 円

国
民
年
金
保
険
料
未
納
期
間
や
免
除
期
間
の

あ
る
人
は
、
65
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

○
前
納
・
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と
、
３
，

６
９
０
円
の
割
引
！

現
金
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と
、
３
，

１
２
０
円
の
割
引
！

口
座
振
替
の
早
割
を
利
用
す
る
と
毎
月
50
円

の
お
得
（
年
間
６
０
０
円
）

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
方
法

○
各
金
融
機
関
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
。

　

年
金
手
帳
や
納
付
書
で
あ
ら
か
じ
め
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
・
お
問
い
合
せ
は

　

七
尾
年
金
事
務
所

　
　

０
７
６
７-

53-

６
５
１
１

　

志
賀
町
住
民
課
国
保
年
金
担
当

　
　

32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

●
健
診
の
順
路
を
標
識
に
明
確
に
し
て

欲
し
い
。　
　
　
　
　
　

50
代
女
性

●
職
場
で
受
け
て
い
る
か
ら
、
受
診
の

必
要
が
無
い
と
思
っ
た
。
60
代
女
性

●
広
報
な
ど
で
メ
タ
ボ
に
関
す
る
記
事

が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
情
報
提
供
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

70
代
女
性

学生納付特例の申請を忘れずに‼学生納付特例の申請を忘れずに‼
学生納付特例制度を受けている短大・大学生・専修・専門学校生のみなさん　

学生納付特例の申請を忘れずに‼
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《生涯学習センター及び富来活性化センターの重点施策》
１．生涯学習センター及び富来活性化センターは、生涯学習実践の拠点として、世代を超えた住民全てが利用できる
　施設として、心の豊かさやゆとり、生きがいをつくり育むための事業及び活動の実践、自己評価を導入した各種
　教室などの学習の場、事業展開の場を提供し、その成果を社会に還元するよう積極的に取り組む。

２．地区公民館は、各地区の実情に応じた学習機会や情報提供、相談や助言など交流の機会を提供することにより、
　各種教室や講座、事業の充実を図る。また、学校週５日制対応事業や放課後子ども教室事業及び家庭教育などの
　支援に努め、地域住民と共に歩む、地域に開かれた公民館運営を推進する。

《少年育成センターの重点施策》
　地域の青少年非行化防止活動を総合的計画的に実践するため、関係する行政機関、団体、民間代表が「少年育成セ
ンター」を核に連携を強めて、環境や誘惑、事件、事故から青少年を守り、健全な育成を図るために、街頭補導活動
や環境浄化活動、相談活動などの充実を図る。

《図書館の重点施策》
　利用者が必要とする情報を提供するとともに、図書館サービスの一層の充実を図る。
１．利用者のニーズに対応した資料収集や情報提供
２．学校など図書館以外の機関・団体とのネットワークサービスの充実
３．郷土資料の調査、保存、整理の継続
４．図書館ボランティアの育成と支援活動

《スポーツ振興及び富来海洋センターの重点施策》
　健康で活気ある人づくり及び町づくりを目指し、社会体育の一層の推進を図る。
１．町民一人ひとりが身近にスポーツに親しむことができる生涯スポーツの普及・振興を図る。また、競技力向上に
　向け、指導者の発掘・養成に努めるとともに、競技団体と連携を密にし、優秀な人材の確保に努める。

２．社会体育施設の適正な維持管理（改修工事等含む）と利用促進を図る。
３．富来海洋センターは、Ｂ＆Ｇプランに即応した海洋性レクリェーション活動の発信拠点として、青少年の健全　
　育成、スポーツ指導者の養成はもとより、町民の健康と体力の保持増進を図る。

４．水泳競技の底辺拡大と競技力の向上を図るため、年間を通してスイミングスクールの更なる充実に努める。

■生涯学習目標
　生涯学習をめぐる状況は、個人の余暇の有効活用や自己啓発が進むかたわら、都市化、　生涯学習をめぐる状況は、個人の余暇の有効活用や自己啓発が進むかたわら、都市化、
核家族化、少子高齢化、及び情報通信技術等の急激な進展により大きく変化している。さ核家族化、少子高齢化、及び情報通信技術等の急激な進展により大きく変化している。さ
らに、環境、男女共同参画社会、ボランティア活動等が地域や町を取り巻く状況をより一らに、環境、男女共同参画社会、ボランティア活動等が地域や町を取り巻く状況をより一
層多様化させている。層多様化させている。
　こうした状況の中、志賀町では、町民一人ひとりが学習活動を通して自らを高め、その　こうした状況の中、志賀町では、町民一人ひとりが学習活動を通して自らを高め、その
成果を活かし、みんなが協力し、支えあいながら、「咲かそう、学びあいと交流の花」をテー成果を活かし、みんなが協力し、支えあいながら、「咲かそう、学びあいと交流の花」をテー
マに、魅力的で活力ある生涯学習社会を築いていくことを目指す。マに、魅力的で活力ある生涯学習社会を築いていくことを目指す。
　具体的には、地域全体での子育て、男女共同参画社会の形成、国際交流の推進、ボラン　具体的には、地域全体での子育て、男女共同参画社会の形成、国際交流の推進、ボラン
ティア活動の推進、情報化社会に対応したまちづくり、生涯スポーツの振興を図っていく。ティア活動の推進、情報化社会に対応したまちづくり、生涯スポーツの振興を図っていく。

《生涯学習の重点施策》《生涯学習の重点施策》
１．心豊かでたくましい「志賀っ子」を育成するため、学校・家庭・地域社会の協力と連
　携による「心の教育」「放課後子ども教室」「学校支援地域本部」事業を推進し、全て
　の大人が子育てに関心を持つ環境整備に努める。また、人への思いやりを育てるため、
　人権教育に関する啓発活動の推進に努める。

２．家庭の教育力を高めるため、家庭の役割や親及び家庭の自覚を促す学習機会を提供す
　る。また地域住民と子育て中の親同士の交流を促進し、家庭教育に関する情報提供を
　行うなど、家庭教育の支援に努める。

３．文化芸術は、心に感動や喜びをもたらし、豊かな人生を送る上での大きな力になる。
　社会の活性化には、経済力と共に「文化力」の向上を図ることが極めて重要である。
　このため、町民が文化ボランティアなどにより自ら積極的に文化芸術活動に参加し、
　文化芸術を創造できる環境を関係社会教育団体とともに構築していく。

４．歴史的に貴重な文化遺産を保護・保存し、活用を図ることにより、文化遺産への理　
解と関心を高める事業を推進する。また、郷土芸能を継承・保存するため、後継者の育
成やイベントの開催など、さまざまな支援を行う。
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里
山
の
空
晴
れ
わ
た
る
辛
夷
の
芽

北
谷　

芳
子

見
物
の
前
へ
出
て
舞
ふ
胡
蝶
か
な

坂
下　

草
風

流
れ
来
る
水
の
輝
き
芹
の
花

坂
下　

豊
子

北
窓
を
開
け
て
白
山
望
み
け
り

土
田　

清
枝

手
に
負
へ
ぬ
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
庭
と
な
り

土
田
ま
つ
い

老
ひ
て
な
ほ
母
て
き
ぱ
き
と
若
布
干
す

藤
田　

君
枝

娘
よ
り
頼
ま
れ
し
純
白
の
リ
ン
グ
ピ
ロ
ー

春
の
窓
辺
に
作
り
て
お
り
ぬ

泉　
　

広
栄

物
忘
れ
進
み
し
お
ば
と
あ
や
と
り
の

極
太
毛
糸
は
夕
焼
け
の
色

坂
井
外
志
子

翔
ぶ
さ
ま
に
見
せ
た
り
地
を
這
ひ
き
り
り

舞
ふ
人
形
バ
ル
ー
ン
風
の
自
在
に

安
中
加
奈
子

何
か
せ
ず
に
居
ら
れ
ぬ
何
も
手
に
つ
か
ぬ

義
姉
の
逝
き
に
し
後
の
日
々

向
永
い
み
子

眼
を
見
は
り
感
慨
深
く
座
し
て

観
ぬ
天
龍
寺
の
さ
く
ら
咲
く
庭

吉
崎
て
い
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
私
も
小
さ
な
数
の
う
ち

前
田　

志
津

春
来
た
と
私
が
好
き
な
庭
の
花

吉
村
と
し
子

あ
て
も
な
く
空
港
行
き
の
バ
ス
を
見
る

木
村
よ
し
子

能
登
空
港
一
度
は
の
り
た
い
夢
の
夢関

口
ト
ミ
コ

空
港
は
笑
い
と
涙
渦
を
巻
く　
　

遠
藤
美
朝
子

さ
ま
ざ
ま
の
中
で
私
な
り
の
道　

木
村　

貞
涼

協
力
が
掛
け
声
ば
か
り
の
選
挙
戦

小
松　

康
子

子
の
努
力
親
の
協
力
掴
む
夢　
　

林　

ち
よ
子

役
決
め
る
協
力
す
る
ぞ
そ
の
場
だ
け高

島　

和
子

麻ま
す
い酔

打
つ
診
察
室
に
初
音
か
な

川
田
ま
さ
を

春
う
ら
ら
鴉
か
ら
す
は
モ
ン
ロ
ー
気
取
り
か
な

前
川
美
代
子

老
の
家
花
鉢
並
べ
春
近
し　
　
　

大
乗　

大
城

地な
い
み
と
せ

震
三
年
世
の
人
や
さ
し
花は
な
な
づ
け

菜
漬

浅
野　

照
子

髪
た
ば
ね
そ
ぞ
ろ
に
歩
く
お
ぼ
ろ
月冨

地　

重
内

屋
根
瓦が
わ
ら
ふ
き
葺
き
替
え
足
場
宮
の
春

森
下
い
わ
お

 

一
人
一
作
品
に
て
送
付
下
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　
広
報
担
当

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。　
　

文

芸
教
室

作
品
募
集

満
開
の
命
短
か
し
桜
か
な　
　
　
　
　
　

浅
子

久
々
に
針
縫
う
手
元
チ
ク
チ
ク
と

仕
上
げ
て
楽
し
マ
イ
腕
カ
バ
ー　
　
　

志
津
江

春
祭
り
桜
樹
下
で
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」

秘
と
広
げ
る
無
数
の
莟　
　
　
　
　
　
　

雪
門

護
ら
ば
や
絶
滅
危
惧
の
ウ
ミ
ミ
ド
リ

故さ

と郷
の
海
辺
の
礒
に
咲
く
花　
　

松
本
理
希
三

お
彼
岸
に
お
日
様
出
ず
に
日
が
暮
れ
た

平
川
ふ
じ
子

出
る
杭
は
打
た
れ
る
定
め
世
の
常
か

 

池
田　

洋
子

出
合
う
た
び
話
題
尽
き
ず
に
時
忘
れ岩

井
マ
サ
子

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
申
し
込
み
、
鍵

の
受
け
渡
し
の
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

左
記
の
施
設
の
利
用
申
し
込
み
や
鍵
の
受
け

渡
し
に
つ
い
て
、
５
月
１
日
か
ら
富
来
支
所
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は

　

志
賀
町
生
涯
学
習
課　

☎ 

32-

９
３
５
０

　
　
　
　
　
　

  

町
内
IP 

８-

32-

９
３
５
０

施　
　

設　
　

名

現　
　
　

行

富

来

野

球

場
（
Ｈ
22
・
４
・
１
か
ら
暫
定
的
に
）

シ
ー
サ
イ
ド
ヴ
ィ
ラ

　
　
　
　
　
　

渤
海

石
川
県
立
富
来
健
民

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場

稗
造
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

変
更
後

変
更
後
富
来
支
所
☎
42-

１
１
１
１

（
町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

42-

１
１
１
１
）

ホッケー場 稗造スポーツセンター

富来野球場


